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　「都市（東京）は中心を持っている。だが、その中心は空虚である」とフランスの哲学者、
ロラン・バルトは自著『表徴の帝国』の中で述べている。西洋は凝集性のある充実し
た塊に象徴性を見出すのに対し、日本の中心には、何もない “空虚” が広がっている。
明治神宮もまた都市の中の広大な空虚である。

　
　また表参道は交通の結節点が地下に存在し、多くの人が地上に上がることなく地下で蠢いている。同様
の現象が東京各地に存在し、それは東京都市部における “東京らしさ” であるといえるのではないだろうか。
本提案では巨大な void の生成が結果として建築空間の地下部分を肥大化させた。地上階に比べ地下階の床
面積が大きく本建築における地下空間の重要度が高い。その状況は前述の “東京らしさ” を象徴している。

　
　“意味” で満たされた街の中に存在する巨大な “空虚” である明治神宮の都市構造を踏襲し、機能（意味）
で満たされたボリュームの中に巨大な void( 空虚 ) を設ける。機能主義的に計画された平面の中心に表徴
としての void を設けつつ、東京でも有数の一等地である対象敷地のふるまいに従い容積率を最大限確保す
る。void の中は見ることはできるが立ち入ることはできない禁域であり、人々は届くことのない奥行きに
思いを馳せる。

　
　明治神宮の杜のように void は全面緑化する。void 内の窓は熱線反射ガラスとし、日光の光を下部まで届
ける。しかしながら void 内の照度のムラがあるため、下部から上部にかけて日陰を好む植生から日向を好
む植生へとグラデーショナルな配置とする。また地下鉄と通じた void は駅の空調の無駄なエネルギーを建
物内に取り込む。

　
　中心の void 空間を成立させるために建物の長手方向両側に、柱：CFT、梁：Sによって構成されたメガ
ストラクチャーを配置することで床をキャンチレバーで支え、かつ床荷重による片持ち梁のたわみを鋼材
のテンションでキャンセルすることで void 周りの無柱空間を可能にした。

　
　表参道を明治神宮の参道として意識している人は少ない。ブティック街として華やかな道でありながら参
道としての情調を作り出し、明治神宮への聖なる軸線を顕在化させることで、世界各地に存在する類似した
ブティック街と差異化し、表参道の固有性を高めたい。そのために明治神宮を信仰軸の終点とし、対象敷地
に始点的要素を持ち込むことを提案する。本来参道とは段階的に気を高めていくための道であるため、始点
は終点と同じヒエラルキーではなく、御旅所のような街と聖なる空間との結節点のような建築である。

　表参道の終点である明治神宮と対となる始点としての建築を設計する。
　

　世界各地に存在するブティック街の中で、表参道を表参道たらしめ
ているのは明治神宮の存在である。本提案では、明治神宮の持つ虚無
性を踏襲し、象徴としての〈void〉を内包する建築を設計することで、
参道でありブティック街である表参道の固有性を顕在化させる。

　この極めて日本的な空虚である点と点によって結ぶばれる実線は、
大衆的でありながらも崇高さを帯びるだろう。
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地下まで延びる void を見下げる。見ることはできるが、立ち入ることはできない杜。

表参道駅と地下で接続されたエントランス。約 70mの上空へ延びる void（空虚）は地下から始まる。

地上階へと向かうエスカレーター。void を通して空が望める。 明治神宮に通じる表参道を見る。この建築は聖なる軸線の始点である。

全フロアにおいて、空虚は意味（機能）で満たされた空間に内包されている。


